
第89期定時株主総会招集ご通知に際してのインターネット開示情報

第89期（2019年４月１日～2020年３月31日）
①　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合

することを確保するための体制その他業務
の適正を確保するための体制

②　連結計算書類の連結注記表

③　計算書類の個別注記表

法 令 及 び 定 款 第 1 6 条 の 規 定 に 基 づ き 、 当 社 ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.jaccs.co.jp/corporate/ir/stock/meeting/index.html）に掲載することにより、株主の皆さまに提供してい
るものであります。



6 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適
正を確保するための体制

【2019年度内部統制システムの整備状況】

　当社の2019年度内部統制システムの整備状況の概要は、下記のとおりとなります。
内部統制システムに関する基本方針 運用状況

当社は、会社法及び会社法施行規則等に基づき、内部統
制システムの構築において遵守すべき基本方針を定め
る。また、本方針に基づく内部統制システムの整備状況
を継続的に評価し、必要な改善を実施することにより、
一層実効性のある適正な内部統制システムの構築・運用
を図っていくものとする。

当社は、内部統制システムの目的である業務の適正等を
確保する観点から、以下のとおり同システムの運用を行
いました。結果、当事業年度における内部統制システム
は企業集団ベースも含め有効に機能したものと判断して
おります。今後も外部及び内部の環境変化に対応し、継
続的に内部統制システムの高度化を図るべく、定期的に
検証し、必要に応じて見直しを行ってまいります。

１．取締役の法令等遵守体制
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制

運用状況

(1) 企業倫理の浸透の観点から「倫理・行動規範」等の
社内規程を定め、取締役自らが率先垂範することによ
り、法令、定款等の遵守を図っていく。

○企業倫理の浸透及び法令遵守を経営の最重要課題の一
つと認識し、その重要性を様々な会議・研修等の場に
おいてグループ役職員に対して周知しています。

○「倫理・行動規範」に則り、その重要性について研修
や教育を実施することにより周知徹底しています。

○「反社会的勢力に対する基本方針」に則り、統括部署
を中心として、反社会的勢力との取引防止を継続して
図っていきます。

○各取締役は定められた業務分掌に基づいて職務を執行
し、取締役会（年７回開催）で業務執行報告を行うこ
と等により、相互に監督を行っています。

○定期的に内部統制委員会（隔月）及びコンプライアン
ス委員会（毎月）を開催し、グループベースでの適正
な運営を行っています。また、当該委員会にて報告・
協議された事項のうち重要な事項と判断されるものに
ついては適宜ガバナンス委員会にて社外取締役等を交
えて再協議を行い、取締役会に報告されています。

(2) 企業の社会的責任を十分認識し、反社会的勢力に対
しては毅然とした態度で臨むとともに不当要求を拒
絶し、それら勢力との取引や資金提供を疑われるよう
な一切の関係を遮断する。

(3) 取締役会によって取締役の職務の執行を監督する。
(4) 内部統制及びコンプライアンス体制を整備・推進す

るため、社長を委員長とする内部統制委員会及びコン
プライアンス委員会を設置し、定期的に開催する。ま
た、各委員会の活動評価と重要事項の確認等をガバナ
ンス委員会にて行い、取締役会に報告する。
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２．情報保存管理体制
取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する
体制

運用状況

(1) 取締役の職務執行に係る情報については、「文書保
存規程」に基づき、適切かつ確実に検索が容易な状態
で保存・管理するとともに、情報種別に応じて定めら
れた期間、保存する。

○「文書保存規程」に基づいて適正に情報の保存及び管
理を行っており必要に応じて閲覧可能な体制としてい
ます。

○情報セキュリティについては「情報セキュリティ基本
方針」を定め遵守しています。また、情報セキュリテ
ィ運営委員会を定期的に開催（年６回）し、態勢の高
度化を図っています。

○外部からのサイバー攻撃に備え、ファイヤーウォール
等による安全対策の充実を図っています。また、サイ
バー攻撃に対応するため、標的型攻撃メール訓練の実
施により、セキュリティ対策の向上に努めています。
更に日本シーサート協議会に加盟し、定期的に最新の
情報を入手することで質の向上を図っています。

(2) ＪＡＮＥＴホストシステム開発・保守・運用の管理
業務において、「ＩＳＯ／ＩＥＣ２７００１」を取得
しており、これの求める規準を維持して情報資産の管
理を行う。

(3) これらの文書、情報等は必要に応じ、必要な関係者
が閲覧できる体制を維持する。

３．リスク管理体制
損失の危険の管理に関する規程その他の体制 運用状況
(1) リスクマネジメントを経営上の最重要課題とし、経

営上の戦略的意思決定に係わるリスク及び適正な業
務の遂行に係わるリスクを総合的に検討及び評価す
るとともに、必要な対策を柔軟に講ずること等によ
り、経営環境の変化等に対応するための活動を行う。

○「リスクマネジメント規程」に則り、経営会議等の会
議体において経営上の戦略的意思決定に係わるリスク
について検討を行い、必要な対策を実施しています。

○「商品・業務リスク管理規程」に則り、本部の各部室
及び子会社が所管する個別リスクの抽出を行い、リス
クカテゴリー毎にリスクの評価を行うことにより、グ
ループ全体の適正な業務の遂行に係わるリスクを網羅
的に管理し、対策を講じています。

○内部統制委員会の下部組織である商品・業務リスク協
議会を定期的に開催（年５回）し、抽出された最重要
リスクについて報告をするとともに対策を講じ、的確
なリスク対応が図られているか検討・確認を行ってい
ます。

○事業活動の遂行等に重大な影響を与える突発的な発生
事項については「緊急対策協議会運営規程」に則り対
応するものとしています。なお、当該年度は緊急対策
協議会が開催されることはありませんでした。

(2) 経営上の戦略的意思決定に係わるリスクについて
は、取締役等が構成員の会議体等において検討を行
う。

(3) 適正な業務の遂行に係わるリスクについては「商
品・業務リスク管理規程」に則りリスク管理を遂行
し、商品・業務リスク協議会において抽出された最重
要リスクについては、内部統制委員会に報告する。

(4) 事業活動上の重大な事態が発生した場合には、「緊
急対策協議会運営規程」に則り緊急対策協議会を招集
し、迅速な対応を行うことにより損失・被害を最小限
にとどめる体制を整える。
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４．職務執行の効率性確保の体制
取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する
ための体制

運用状況

(1) 企業価値向上のために策定した中期経営計画及び年
次事業計画に基づいて、目標達成のために活動し、そ
の進捗状況の管理を行う。

○中期経営計画「RAISE 2020」に基づき、定期的に経
営会議等で年度計画に基づいた進捗状況の報告を行い
評価・管理しています。

○「職務分掌規程」「職務決裁権限規程」に基づいて、
グループ全体で効率的かつ機能的な職務執行を行って
います。

○経営会議を開催（年34回）し、重要事項を経営陣が検
討・協議しています。また、取締役会にて審議される
重要事項について経営会議にて事前に協議を行い、取
締役会に議案として提出しています。

○ガバナンス委員会を開催（年２回）し、当社グループ
全体のコンプライアンス、内部統制状況等を確認して
います。

○指名諮問委員会及び報酬諮問委員会を開催し、評価・
決定プロセスの客観性と透明性の確保を行うことによ
り、ガバナンス体制の充実を図っています。

(2) 執行役員制度を導入し、取締役は13名以内とする。
各取締役で構成される取締役会において、経営上の重
要な意思決定を迅速に行うとともに職務執行のモニ
タリングを行う。職務の執行は執行役員（取締役兼務
者含む。）が取締役会の決議に基づいて役割を分担
し、効率的な執行ができる体制とする。

(3) 取締役の業務執行責任の範囲を明確にし、業務を組
織的・有機的に運用するため管掌役員を定め、職務の
執行の管理体制を強化する。

(4) 「本部の組織・職制・職務分掌規程」等により、役
割と責任、職務等について定める。

(5) 取締役会の直轄の組織として、社長及び社外取締役
等で構成するガバナンス委員会を定期的に開催す
る。

(6) 事業部門を統括する執行役員等で構成する経営会議
を、定期的に開催し、業務執行上の重要事項について
報告・検討を行う。

(7) 地域毎に営業拠点を統括する部長（エリア統括部
長）と役員等との会議を定期的に開催し、各地域の執
行状況の報告、課題の検討等を行う。
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５．使用人の法令等遵守体制
使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制

運用状況

(1) 「倫理・行動規範」等を記載した冊子「Ｊ－Ｎａｖ
ｉ」を当社及び子会社の全役職員に配布し、会社の基
本姿勢を明確にするとともに、その周知を図る。

○コンプライアンス学習ツールや社員研修、会議等の場
において「倫理・行動規範」の重要性について周知徹
底を行っています。また、コンプライアンス上のセル
フチェックを随時行うべく、役職員にコンプライアン
ス・カードを配布し、コンプライアンスを意識した思
考・行動を心がけています。

○毎期「ジャックスグループのコンプライアンス運営の
重点」を制定し、様々な会議・研修等の場においてグ
ループ全体へ内容の周知徹底を行っています。

○コンプライアンス・プログラムの策定・実施、コンプ
ライアンス研修等を通じて、コンプライアンス運営の
推進を図っています。

○内部管理部門はオンサイト・オフサイトモニタリング
を実施し、法令遵守状況の検証を行っています。

○監査室はグループ全体の139拠点に対し、法令及び定
款等の遵守状況の監査を行い、必要に応じて改善のた
めの指示又は勧告を行うとともに、取締役及び監査役
へ結果を報告しています。

(2) 「本部の組織・職制・職務分掌規程」等及び「職務
決裁権限規程」により、職務の範囲や権限を定め、適
切な牽制が機能する体制とする。

(3) コンプライアンス統括部門がコンプライアンスに関
わる企画立案・推進・教育・モニタリング等を行うと
ともに、よりコンプライアンスの実効性を確保するた
めに各部署毎にコンプライアンス推進責任者及び推
進担当者を設置し、継続的な教育を通して職務執行上
関連の深い割賦販売法、貸金業法、資金決済法を始め
とする各種関係法令の遵守を図る。

(4) 当社の社長直轄の内部監査部門は、牽制機能が働く
組織として「内部監査規程」等に従って当社及び子会
社の監査を行う。

６．財務報告の信頼性確保の体制
財務報告の信頼性を確保するための体制 運用状況
当社及び子会社等は、財務報告の信頼性を確保するた
め、金融商品取引法その他の関係法令等に基づき適切な
内部統制の整備とその有効な運用を行う体制を構築する
とともに、その体制について適正に機能することを継続
的に評価し、必要な是正措置を行うこととする。

○金融商品取引法に係る内部統制の整備及び運用状況の
監査を当社及び子会社に対して行い、監査の進捗状況
及び有効性の評価結果を内部統制委員会及び取締役会
に報告しています。
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７．グループ管理体制
当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を
確保するための体制

運用状況

(1) 子会社を管理する部署には担当役員を配置し、「国
内関係会社管理規程」「海外関係会社管理規定」に基
づいて子会社を管理する体制とする。また、子会社の
業務及び取締役等の職務の執行の状況を定期的に当
社の取締役会に報告する。

○主管部署は子会社の業務執行等の報告を受け、子会社
の業務の適正を管理するとともに、適宜当社の経営会
議等に報告を行っています。また、子会社の取締役の
職務執行状況及び業績等については当社の取締役会に
も四半期毎に報告しています。

○国内子会社はそれぞれ内部統制システムに関する基本
方針を定め、適正な業務運営を行う態勢を整備し、公
開しています。

○監査室は国内外の子会社８社に対し監査を行い、必要
に応じて改善のための指示又は勧告を行うとともに、
取締役及び監査役に結果を報告しています。

○グループ間取引については「国内関係会社管理規程」
「海外関係会社管理規程」に則り、取引の透明化を図
っています。

○子会社が抽出した最重要リスクについては商品・業務
リスク協議会にて報告・検討されています。

○グループ全体で利用可能な内部通報制度（ホットライ
ン）を設け、通報内容に対しては調査・検討のうえで
適切な対応を行っています。海外子会社についてはそ
れぞれ自社内で内部通報態勢を構築するとともに、重
要事案については連携を図るため、グローバル内部通
報態勢を構築しています。

○派遣社員等も含む従業者に対してコンプライアンス・
アンケートを年２回実施し、早期にかつ幅広くリスク
に係わる情報が得られる仕組みを整備しています。ま
た、従業者と直接コンプライアンス・ミーティングを
行うことにより、潜在化リスクの抽出を図る態勢を構
築しています。

(2) 子会社を取締役会設置会社とし、当社の役職員又は
弁護士が取締役に就くことにより、当社が子会社の業
務の適正をモニタリングできる体制とする。

(3) 子会社を当社の内部監査部門による定期的な監査の
対象とし、監査の結果は当社の社長に報告する体制と
する。

(4) 当社と子会社との取引（子会社間の取引を含む）に
ついては、第三者との取引と比較して著しく有利又は
不利にならないようにし、必要に応じて専門家に確認
する等、取引の透明化を図る体制とする。

(5) 当社は、子会社の自主性を尊重しつつ子会社の業務
内容の定期的な報告を受けるとともに重要案件につ
いてはその業務内容について事前協議を行い、子会社
の取締役会において協議すること等により、子会社の
取締役の職務の執行をモニタリングする。

(6) 子会社が規程等に基づいて実施するリスク管理を当
社もその評価等を行う体制とする。

(7) 内部通報制度(ホットライン)の窓口を当社及び子会
社の共用のものとして社内外に設けるとともに、通報
を行った者が当該報告をしたことを理由に不利益な
取扱いを受けないことを確保する体制とする。

(8) 「マネー・ローンダリング及びテロ資金供与防止等
基本規程」等に則り、マネー・ローンダリング及びテ
ロ資金供与に利用されることを未然に防止する体制
とする。

(9) 「贈収賄防止規程」等に則り、あらゆる形態の贈収
賄を行わず、贈収賄に関する自国及び関係国の法令等
を遵守する体制とする。

(10) 当社及び子会社において、法令及び社内規程等に
違反又はその懸念がある事象が発生あるいは発覚し
た場合、速やかに部署責任者、当社の本部所管部及び
コンプライアンス統括部門に報告する体制とする。
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当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を
確保するための体制

運用状況

(11) 外国の子会社については、当該国の法令等の遵守
を優先し、可能な範囲で本方針に準じた体制とする。

○マネー・ローンダリング及びテロ資金供与を防止する
ため、専任担当室を設立し、適正な対応を実施するた
めの態勢整備を図っています。

○「贈収賄防止規程」に則り、国内及び外国の贈収賄の
禁止に関する法律を遵守し、事業活動から贈収賄を排
除しています。

○法令及び社内規程等に違反又は違反する可能性のある
事象の報告体制を定め、対応が必要な事案については
関係部署が連携をして解決を図るとともに、再発防止
策を講じています。

(監査役の監査の実効性を確保するための体制)

８．監査役の職務を補助する使用人の体制
監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求め
た場合における当該使用人に関する事項

運用状況

(1) 監査役の職務を補助する「監査役会事務局」を設置
し、監査役会事務局所属の使用人を配置する。

○監査役会事務局を設置し、その職務を専ら行う使用人
を１名配置しています。

(2) 監査役会事務局の人数等は常勤監査役との間で協議
のうえ決定する。

９．監査役の使用人の独立性に対する体制
前号の使用人の取締役からの独立性及び監査役の当該使
用人に対する指示の実効性確保に関する事項

運用状況

(1) 監査役会事務局の使用人は専任とし、専ら監査役の
指示に従って、その監査職務の補助を行う。

○「監査役監査の実効性確保に関する規程」に則り、使
用人は監査役職務の補助に専念しており、使用人の任
命・異動については監査役の同意を得ることとしてい
ます。

○当該使用人の人事評価についても予め監査役から同意
を得たうえで行っています。

(2) 監査役会事務局の使用人の任命・異動に際しては、
予め常勤監査役の同意を得ることとし、取締役からの
独立性が確保できる体制とする。
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10．監査役への報告体制
取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制 運用状況
(1) 監査役と協議のうえ制定した「監査役監査の実効性

確保に関する規程」に基づき、当社の取締役及び使用
人等並びに子会社の取締役及び使用人等が当社の監
査役に報告を行う体制とする。

○監査役は取締役会・経営会議等の重要な会議に出席
し、重要な意思決定の過程及び職務の執行状況の把握
をしています。

○「監査役監査の実効性確保に関する規程」に基づき、
監査役に求められた事項を速やかに報告しています。
また、監査役に報告を行った者が、当該報告を行った
ことを理由として不利益な扱いを受けたことはありま
せん。

○代表取締役決裁の稟議書、重要会議の議事録等は速や
かに監査役に回覧されています。

○内部通報制度に基づき通報された内容は速やかに監査
役に報告されています。

(2) 監査役が経営会議その他社内会議に出席し、経営上
の重要情報について適時報告を受けられる体制とす
るとともに、重要な議事録、稟議書は、都度監査役に
回覧する。

(3) 当社の監査役が必要と判断したときは、いつでも当
社の取締役及び使用人等並びに子会社の取締役及び
使用人等に対して報告を求めることができる。

(4) 監査役に報告を行った者が、当該報告をしたことを
理由として不利益な取扱いを受けないことを確保す
る体制とする。

(5) 内部通報制度の通報状況について速やかに監査役に
報告を行う。

11．その他監査役の監査の実効性を確保するための体制
その他監査役の監査が実効的に行われることを確保する
ための体制

運用状況

(1) 監査役が代表取締役に対する独立性を保持しつつ適
正かつ実効的な監査を行える体制とする。

○監査役会は代表取締役と定期的（年４回）に会合を行
い、監査の状況、経営上の課題等について意見交換を
行っています。

○監査役は監査室と定期的（年10回）に会議を開催し、
意見又は情報の交換を行っています。

○監査役は子会社の取締役・監査役及び会計監査人と意
見交換会を開催しています。

(2) 代表取締役は監査役会と定期的に会議を開催し、監
査役が意見又は情報の交換ができる体制とする。

(3) 内部監査部門は監査役との連絡会議を定期的に開催
し、取締役等及び使用人の業務の適法性・妥当性につ
いて監査役が報告を受けることができる体制とす
る。

(4) 監査役が会計監査人及び子会社の監査役と円滑に連
携できる体制とする。
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12．監査役の職務の執行について生ずる費用等に係る方針
監査役の職務の執行について生ずる費用等の処理に係わ
る方針

運用状況

監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還
の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は
償還の処理については、監査役の請求等に従い円滑に行
い得る体制とする。

○「監査役監査の実効性確保に関する規程」に則り、監
査役に係る監査費用について監査役の請求に従い円滑
に処理を行っています。

(注)上記の「内部統制システムに関する基本方針」は当該事業年度中の体制を記載しておりますが、2020年5月14日
の取締役会において、一部を改定した「内部統制システムに関する基本方針」を決議しております。改定後の体
制につきましては、当社ホームページに開示しております。
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連結注記表
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

（１）連結子会社の数  8社
・ジャックス債権回収サービス株式会社
・ジャックス・トータル・サービス株式会社
・ジャックスリース株式会社
・ジャックス・ペイメント・ソリューションズ株式会社
・JACCS International Vietnam Finance Co.,Ltd.
・PT JACCS MITRA PINASTHIKA MUSTIKA FINANCE INDONESIA
・JACCS FINANCE（CAMBODIA）PLC.
・JACCS FINANCE PHILIPPINES CORPORATION
　前連結会計年度において持分法適用の関連会社でありましたフィリピン共和国のMMPC 
Auto Financial Services Corporationの株式を追加取得し、同社を子会社としたため連結の範
囲に含めるとともに、2019年７月10日付で同社の商号をJACCS FINANCE PHILIPPINES 
CORPORATIONに変更いたしました。
　また、2019年12月10日付でインドネシア共和国のPT Mitra Pinasthika Mustika Financeの
商号をPT JACCS MITRA PINASTHIKA MUSTIKA FINANCE INDONESIAに変更いたしまし
た。

（２）非連結子会社の名称等
該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項
（１）持分法適用の関連会社数

該当事項はありません。
　なお、前連結会計年度において持分法適用の関連会社でありましたフィリピン共和国の
MMPC Auto Financial Services Corporationの株式を追加取得し、同社を子会社としたため
持分法適用の範囲から除外しております。

（２）持分法を適用しない非連結子会社の名称
該当事項はありません。
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３．連結子会社の事業年度等に関する事項
  JACCS International Vietnam Finance Co.,Ltd.、PT JACCS MITRA PINASTHIKA 
MUSTIKA FINANCE INDONESIA、JACCS FINANCE（CAMBODIA）PLC.及びJACCS 
FINANCE PHILIPPINES CORPORATIONの決算日は12月31日であります。連結計算書類を
作成するにあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引
については、連結上必要な調整を行っております。

４．会計方針に関する事項
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
その他有価証券
イ．時価のあるもの

連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、
売却原価は移動平均法により算定）

ロ．時価のないもの
移動平均法による原価法

② デリバティブ
時価法

（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く。）

主に定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設
備は除く。）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定
額法を採用しております。

② 無形固定資産（リース資産を除く。）
主に自社利用のソフトウエアについては、社内における見込利用可能期間（最長５年）に基づ
く定額法によっております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

主にリース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法によっております。
④ 長期前払費用

法人税法の規定に基づく定額法
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（３）重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

主に債権の貸倒発生に備えるため、一般債権については貸倒実績率等を勘案して必要額を、貸
倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお
ります。

② 賞与引当金
主に従業員及び使用人兼務役員の賞与支出に備えるため、支給見込額を計上しております。

③ ポイント引当金
クレジットカード会員に付与したポイントの使用による費用負担に備えるため、当連結会計年
度末において将来使用されると見込まれる額を計上しております。

④ 債務保証損失引当金
債務保証等による損失に備えるために、主たる債務者の債務不履行により将来発生すると見込
まれる損失見込額を、過去の貸倒実績率等により見積り、計上しております。

⑤ 役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上して
おります。なお、連結貸借対照表において計上しております当該引当金は、すべて連結子会社
の役員退職慰労引当金であります。

⑥ 利息返還損失引当金
将来の利息返還の請求に備え、過去の返還実績等を勘案した必要額を計上しております。

（４）退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方
法については、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（５
年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以
内の一定年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費
用処理しております。
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（５）主な営業収益の計上基準
① 顧客手数料

主に期日到来基準により計上しております。
イ．包括信用購入あっせん

残債方式
ロ．個別信用購入あっせん

残債方式
ハ．信用保証

残債方式（一部保証契約時に計上）
ニ．融資

残債方式
② 加盟店手数料

主に取扱高計上時に一括して計上しております。
（６）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし
て処理しております。なお、在外子会社の資産及び負債は、在外子会社の決算日の直物為替相
場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産
の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

（７）重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理を行っております。なお、特例処理の要件を満たしている金利スワ
ップ取引については特例処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象
イ．ヘッジ手段

デリバティブ取引（金利スワップ取引、通貨金利スワップ取引）
ロ．ヘッジ対象

借入金
③ ヘッジ方針

将来の金利・為替変動によるリスクを軽減することを目的としてデリバティブ取引を行ってお
ります。
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④ ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ対象とヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計を四半期ごとに比較し、両者の変動
額等を基礎にしてヘッジ有効性を評価しております。
ただし、特例処理によっている金利スワップ取引については、有効性の評価を省略しておりま
す。

（８）のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

（９）その他連結計算書類の作成のための重要な事項
消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。なお、固定資産に係る控除対象外消費税
等は、投資その他の資産の「その他」に計上し、５年間で均等償却を行っております。
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（会計方針の変更）
・信用保証割賦売掛金及び信用保証買掛金に関する会計処理の変更
　当社の信用保証割賦売掛金及び信用保証買掛金は、金融機関等が保有する貸付金等について直接債務保
証のみを行う保証債務と、債務保証に加えて債権の回収を行う保証債務から構成されておりましたが、債
務保証のみを行う保証債務については当連結会計年度より連結貸借対照表に関する注記として開示するこ
ととしております。
　この変更は、従来、保証債務については当社による集金の有無に関わらず契約上の取扱いや収益管理に
着目して同質のものと捉え、すべてを連結貸借対照表に計上しておりましたが、信用保証に係る新しい取
引形態の取扱いや他社の保証事業の承継等を契機として保証取引の会計処理方法を再検討した結果、集金
を伴わない保証債務の増加をふまえ、資産総額や負債総額などを計算要素に用いた経営指標について財務
諸表利用者が当社の実態をより適切に評価できるようにするため、並びに被保証人に係る状況把握の適時
性等リスク管理の観点から、集金を伴わない保証債務は連結貸借対照表に計上せずに偶発債務として注記
し、それに係る引当金を債務保証損失引当金として認識する方が当社の財政状態をより適正に表示しうる
と判断したことによります。
　当該会計方針の変更に伴って、連結貸借対照表は従来の会計処理と比較して、流動資産の信用保証割賦
売掛金及び流動負債の信用保証買掛金がそれぞれ１兆3,104億15百万円減少するとともに、集金を伴わな
い保証債務残高に対して従来計上していた貸倒引当金については債務保証損失引当金として７億６百万円
を連結貸借対照表に計上しております。この変更による当連結会計年度の損益に与える影響はありません。

・貸倒引当金に係る会計処理の変更
　当社では、子会社であるジャックス債権回収サービス株式会社（以下、「JLS」という。）に譲渡した
滞納債権について、連結上の内部取引であることから、譲渡前の債権金額とそれに対応する貸倒引当金を
連結貸借対照表に計上しておりましたが、当連結会計年度より譲渡後の債権金額により連結貸借対照表に
計上する方法に変更しております。
　この変更は、滞納債権処理の迅速化に当たって開始したJLSへの債権譲渡から一定期間が経過し、滞納
債権の評価に係るデータが整備されてきたこと、及び、2020年３月よりグループ外への滞納債権の譲渡
を開始したことを契機として、JLSへの債権譲渡に係る連結上の会計処理を改めて検討した結果、JLSへの
譲渡後の債権金額をもって連結貸借対照表に計上する方がより実態を表しており、連結財務諸表と個別財
務諸表の比較可能性の観点からも、財務諸表利用者への有用な情報提供に資すると判断したことによるも
のです。
　当該会計方針の変更に伴って、連結貸借対照表は従来の会計処理と比較して、流動資産の割賦売掛金及
び貸倒引当金が、それぞれ179億24百万円減少しております。この変更による当連結会計年度の損益に与
える影響はありません。
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（表示方法の変更）
・債権流動化に基づく借入金に係る表示方法の変更
　当社では、債権流動化（Asset backed loan。以下、「ABL」という。) に基づく借入金について、従
来、流動負債の区分の１年内返済予定の長期借入金、及び、固定負債の区分の長期借入金に含めて表示し
ておりましたが、当連結会計年度より、流動負債の区分の１年内返済予定の債権流動化借入金、及び、固
定負債の区分の債権流動化借入金として表示する方法に変更するとともに、金融商品に関する注記を変更
しております。
　この変更は、ABLに基づく借入金が流動化債権の信用力に基づいた資金調達手段であり、当社の信用力
に基づく従来の借入金とは異なる性質を有していること、また、資金調達手段としての金額的重要性が高
まっていることにより、長期借入金として合算して表示するよりも、債権流動化借入金として個別に連結
貸借対照表に計上する方がより実態を表しており、財務諸表利用者への有用な情報提供に資すると判断し
たことによるものです。

（追加情報）
・従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引
１．取引の概要

　当社は、2018年８月３日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目
的として、従業員インセンティブ・プラン「従業員持株ESOP信託」の再導入を決議いたしました。
　本制度では、当社が「ジャックス職員持株会」（以下、「当社持株会」という。）に加入する従業
員のうち一定の要件を充足する者を受益者とする信託を設定し、当該信託は今後約３年間にわたり当
社持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を予め定める取得期間中に一括して取得します。その
後、当該信託は当社株式を毎月一定日に当社持株会に売却します。

２．信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部
に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度末にお
いて148百万円、62千株であります。

３．総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額
　当連結会計年度末残高　300百万円
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（企業結合等関係）
・取得による企業結合
　当社は、2019年７月３日付で持分法適用関連会社であるフィリピン共和国のMMPC Auto Financial 
Services Corporation（以下、「MAFS社」という。）の株式を追加取得し、子会社化いたしました。

１．企業結合の概要
(1) 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称　MMPC Auto Financial Services Corporation
事業の内容　　　　四輪車販売金融

(2) 企業結合を行った主な理由
　当社は、2018年度を初年度とする中期３カ年経営計画「RAISE 2020」の中で「海外事業の
成長拡大」を事業戦略の一つとして掲げております。
　2016年５月にMAFS社へ20％出資し、販売金融事業を現地で展開してまいりましたが、今
後の事業拡大を展望し、合弁相手先のBDO Leasing and Finance,Inc.及びMitsubishi 
Motors Philippines Corporationより、発行済株式の45％を追加取得することといたしまし
た。今後は、MAFS社の事業強化及び当社連結業績の向上を図ってまいります。

(3) 企業結合日
2019年７月３日

(4) 企業結合の法的形式
現金を対価とした株式取得

(5) 結合後企業の名称
JACCS FINANCE PHILIPPINES CORPORATION

(6) 取得した議決権比率
企業結合直前に所有していた議決権比率 20.0％
企業結合日に追加取得した議決権比率 45.0％
取得後の議決権比率 65.0％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

２．連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
　被取得企業の決算日は12月31日であり、連結決算日と３ヶ月異なっております。企業結合の
みなし取得日を2019年７月１日としているため、2019年７月１日から2019年12月31日まで
の業績を含めております。

－ 16 －



３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
企業結合直前に保有していた普通株式の取得原価 175百万円
追加取得した普通株式の対価 402百万円
取得原価 578百万円

４．被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額
段階取得に係る差損　100百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
(1) 発生したのれんの金額

118百万円
(2) 発生原因

取得原価が企業結合時における時価純資産の持分相当額を上回ったため、その差額をのれんと
して認識しております。

(3) 償却方法及び償却期間
５年間にわたる均等償却

６．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等　８百万円

７．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 13,607百万円
固定資産 100百万円
資産合計 13,708百万円
流動負債 12,424百万円
固定負債 575百万円
負債合計 13,000百万円

８．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算
書に及ぼす影響額及びその算出方法
当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影響額が軽微であるため、記載を省略しております。
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・会社分割（簡易吸収分割）による事業の承継
　当社は、2019年４月15日に締結した吸収分割契約に基づき、2019年９月24日付で株式会社ジェーシ
ービー（以下、「JCB」という。）の信用保証事業を会社分割（簡易吸収分割）の方法（以下、「本会社
分割」という。）により承継いたしました。

１．企業結合の概要
(1) 相手企業の名称及び取得した事業の内容

相手企業の名称　株式会社ジェーシービー
事業の内容　　　信用保証事業

(2) 企業結合を行った主な理由
　当社は、中期３カ年経営計画「RAISE 2020」の中で「国内事業の持続的成長」を重点方針
の一つとして掲げております。本会社分割の対象となる銀行個人ローン保証は、当社ファイナ
ンス事業における主力商品であります。本会社分割により、当社銀行個人ローン保証の一層の
強化が図られ、将来的な当社グループ全体の収益基盤の拡充が見込まれると判断したものであ
ります。本会社分割の効力発生後は、信用保証事業においてJCBが構築してきた金融機関との
関係をもとに、当社ファイナンス事業の更なる発展を図ってまいります。

(3) 企業結合日
2019年９月24日

(4) 企業結合の法的形式
JCBを分割会社とし、当社を承継会社とする現金を対価とした吸収分割

(5) 結合後企業の名称
変更ありません。

(6) 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価とした吸収分割を実施したことによるものです。

２．連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
2019年９月24日から2020年３月31日まで

３．取得した事業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価　　現金 1,099百万円
取得原価 1,099百万円
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４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
(1) 発生したのれんの金額

1,000百万円
(2) 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものです。
(3) 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

５．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等　51百万円

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産 98百万円
固定資産 －百万円
資産合計 98百万円
流動負債 －百万円
固定負債 －百万円
負債合計 －百万円

（注）企業結合日における承継した信用保証事業に係る保証債務の金額は37,817百万円ですが、「会
計方針の変更（信用保証割賦売掛金及び信用保証買掛金に関する会計処理の変更）」に記載の
とおり、債務保証のみを行う保証債務に該当するため、連結貸借対照表には計上しておりませ
ん。

７．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算
書に及ぼす影響額及びその算出方法
当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす影響額が軽微であるため、記載を省略しております。
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（連結貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産とこれに対応する債務

（１）担保に供している資産
割賦売掛金
リース投資資産

381,655百万円
13,228百万円

計 394,883百万円
（２）対応する債務

短期借入金 6,800百万円
１年内返済予定の長期借入金 31,335百万円
１年内返済予定の債権流動化借入金 104,278百万円
未払費用 427百万円
社債 7,482百万円
長期借入金 50,733百万円
債権流動化借入金 194,284百万円
計 395,341百万円

オートローン債権及びショッピングクレジット債権を流動化した残高については、金融取引として処理
したことにより、流動資産「割賦売掛金」残高に298,563百万円、流動負債「１年内返済予定の債権流
動化借入金」残高に104,278百万円、固定負債「債権流動化借入金」残高に194,284百万円含まれてお
ります。

２．信用保証割賦売掛金、信用保証買掛金
　当社は、当社が直接債務保証を行う業務に係る債務保証のうち、当社が集金を行う債務保証残高につ
いては、連結貸借対照表の流動資産に「信用保証割賦売掛金」として、また流動負債に「信用保証買掛
金」として両建て表示しております。
　なお、当社が集金を行わない債務保証残高については、偶発債務として注記しております。

－ 20 －



３．偶発債務
（１）営業上の保証債務

提携金融機関が行っている個人向けローン
に係る顧客 1,310,415百万円

債務保証損失引当金 706百万円
差引 1,309,709百万円

（２）営業上の保証予約
　当社は、金融機関が保有する貸付金（個人向け住宅ローン、カードローン他）等について、債
務保証を行っている保証会社に契約上定められた事由が生じた場合に、当該保証会社に代わって
当社が債務保証を行うこととなる保証予約契約を締結しており、当該保証予約契約の対象となっ
ている貸付金等の残高を偶発債務として記載しております。

保証会社 228,085百万円

４．割賦利益繰延
当連結会計年度末残高

包括信用購入あっせん 702百万円
個別信用購入あっせん 146,622百万円
信用保証 35,431百万円
融資 0百万円
その他 3百万円
計 182,760百万円

－ 21 －



（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 35,079,161株

２．配当に関する事項
（１）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり
配当額 基準日 効力発生日

2019年
 6 月27日

定時株主総会
普通株式 1,381百万円 40円00銭 2019年

 3 月31日
2019年

 6 月28日
2019年

11月 7 日
取締役会

普通株式 1,555百万円 45円00銭 2019年
 9 月30日

2019年
11月29日

（注）2019年６月27日定時株主総会決議の配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持
株ESOP信託口・76325口）に対する７百万円が含まれております。
2019年11月７日取締役会決議の配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株
ESOP信託口・76325口）に対する５百万円が含まれております。

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議予定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり
配当額 基準日 効力発生日

2020年
 6 月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 1,728百万円 50円00銭 2020年

 3 月31日
2020年

 6 月29日

（注）2020年６月26日定時株主総会決議予定の配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業
員持株ESOP信託口・76325口）に対する３百万円が含まれております。

３．当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的となる
株式の種類及び数

普通株式 169,200株
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

（１）金融商品に対する取組方針
当社グループは、クレジット、カード、信用保証、融資などの信販事業を行っております。こ

れらの事業を行うため、市場の状況を踏まえながら長短バランスを調整して、金融機関借入れに
よる間接金融の他、債権流動化、社債やコマーシャル・ペーパーの発行によって資金調達を行っ
ております。このように、主として金利変動を伴う金融資産及び金融負債を有しているため、金
利変動による不利な影響が生じないように、資産及び負債の総合的管理（以下、「ALM」とい
う。）を実施しており、その一環として、一部デリバティブ取引も行っております。また、当社
の一部連結子会社には、リース業を行っている子会社があります。デリバティブ取引は、金利変
動リスク及び為替変動リスクをヘッジし、安定した収益を確保するために取り組んでおり、投機
的取引は行っておりません。

（２）金融商品の内容及びそのリスク
当社グループが保有する金融資産は、個別クレジット・包括クレジットに対する割賦売掛金で

あり、顧客の債務不履行によってもたらされる信用リスクに晒されております。また、投資有価
証券は、取引先との関係維持・強化、取引円滑化を目的に保有している株式であります。これら
は、それぞれ発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクに晒されております。金融機関からの
借入金、債権流動化、社債及びコマーシャル・ペーパーは、一定の環境の下で当社グループが市
場を利用できなくなる可能性があり、支払期日にその支払いを実行できなくなる流動性リスクに
晒されております。また、変動金利の借入れを行っており、金利の変動リスクに晒されておりま
す。この他、海外で取引を行うにあたり生じる外貨建金銭債権及び金銭債務については為替リス
クに晒されております。デリバティブ取引は、借入金の金利変動リスクをヘッジするために金利
関連のデリバティブ取引を、為替変動リスクをヘッジするために通貨関連のデリバティブ取引を
行っております。

なお、ヘッジ会計に関するヘッジ会計の方法、ヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジ
有効性評価の方法については、前述の連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する
注記等「４．会計方針に関する事項（７）重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。

（３）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスクの管理

当社グループは、当社の信用リスクに関する諸管理規程に従い、割賦売掛金について、個別案
件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、内部格付、保証や担保の設定、問題債権への
対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。これらの与信管理は、各審査部署
により行われております。さらに、与信管理の状況については、審査事務部、信用管理部、監
査室がチェックしております。
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② 市場リスクの管理
イ．金利リスクの管理

当社グループは、ALMによって金利の変動リスクを管理しております。ALMに関する規程
において、リスク管理方法や手続き等の詳細を明記しており、役員及び関連部署の部門長
により構成されるALM運営委員会において３ヶ月ごとに金融環境や資産運用と資金調達
に関する適合性などを審議し、取締役会において実施状況の把握・確認を行っております。
日常的には財務部において、金利予測に基づく金利感応度分析を行い、ALM運営委員会で
報告しております。
なお、ALMにより金利変動リスクをヘッジするため金利スワップのデリバティブ取引も行
っております。

ロ．為替リスクの管理
当社グループは、為替変動リスクに関して運用資産に応じた外貨建負債を調達する他、個
別の案件ごとに管理し、通貨関連のデリバティブ取引を用いることで為替リスクを管理し
ています。

ハ．価格変動リスクの管理
保有している株式の多くは、取引先との関係維持・強化、取引円滑化を目的に保有して
いるものであり、取引先の市場環境、財務状況及び有価証券価格の継続的なモニタリ
ングを実施しております。これらの状況を総合的に勘案し、経営者へ報告していくこ
とにより、保有株式の価格変動リスクの軽減を図っております。

ニ．デリバティブ取引
デリバティブ取引に関しては、取引の執行、ヘッジの有効性の評価、事務管理に関する担
当をそれぞれ分離し内部牽制を確立するとともに、デリバティブに関する規程に基づき実
施されております。これらデリバティブ取引の状況は、毎回ALM運営委員会に報告してお
ります。
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ホ．市場リスクに係る定量的情報
・トレーディング目的の金融商品

トレーディング目的で保有する金融商品はありません。
・トレーディング目的以外の金融商品

主要なリスク変数である金利リスクの影響を受ける主たる金融商品は、「短期借入金」、
「長期借入金」、「債権流動化借入金」、「社債」、「コマーシャル・ペーパー」、「デ
リバティブ取引」となります。「デリバティブ取引」は主に「金利スワップ取引」を用い
ておりますが、あくまでヘッジ目的にのみ限定されております。また、これらの金融商品
について、金利の合理的な予想変動幅を用いた当面６ヶ月間の金融費用に与える影響額を
金利変動リスク管理にあたって定量的分析に利用しております。当該影響額の算定にあた
っては、対象の金融商品を固定金利群と変動金利群に分けて、それぞれ金利期日に応じて
適切な期間に残高を分解し、期間ごとの金利変動幅を用いております。金利以外のリスク
変数が一定であることを仮定し、2020年３月31日現在、指標となる金利が10ベーシス・
ポイント（0.1％）上昇したものと想定した場合には、当社単体で金融費用が444百万円
増加するものと把握しております。当該影響額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を
前提としており、金利とその他のリスク変数の相関を考慮しておりません。また、金利の
合理的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生じる可能性
があります。

③ 資金調達に係る流動性リスクの管理
当社グループは、ALMを通して適時にグループ全体の資金管理を行うほか、資金調達手段の多
様化、複数の金融機関からのコミットメントラインの取得、市場環境を考慮した長短の調達バ
ランスの調整などによって流動性の確保に努めております。資金調達にかかる流動性リスクの
管理については、当社の資金流動性リスク管理に関する規程に従い、各種情報の収集と分析を
行い資金繰りへの影響を把握し、経理・財務担当役員に報告し流動性リスクのステージ判定を
行い、ALM運営委員会へ報告しております。また、各ステージ毎にコンティンジェンシープラ
ンを想定し、適切なステージ判定とプランの実施が行える体制を構築しております。

（４）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定さ

れた価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、
異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。また、「２．金融商品の時
価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等につきましては、その金額自体
がデリバティブに係る市場リスクを示すものではありません。
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２．金融商品の時価等に関する事項
連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません（（注２）参照）。

（単位：百万円）
連結貸借対照表

計上額 時価 差額

⑴　現金及び預金 97,466 97,466 ―
⑵　割賦売掛金 2,377,220

貸倒引当金 △24,904
割賦利益繰延 △147,328

2,204,986 2,271,940 66,953
⑶　リース投資資産 131,636

貸倒引当金 △82
131,554 131,796 242

⑷　投資有価証券
その他有価証券 12,786 12,786 ―

資産計 2,446,794 2,513,990 67,195
⑴　短期借入金 320,451 320,451 ―
⑵　コマーシャル・ペーパー 422,000 422,000 ―
⑶　社債（*1） 232,318 231,972 △345
⑷　長期借入金（*2） 857,215 863,195 5,980
⑸　債権流動化借入金（*3） 298,563 298,718 155

負債計 2,130,548 2,136,338 5,789
デリバティブ取引（*4）

１．ヘッジ会計が適用されていないもの (380) (380) ―
２．ヘッジ会計が適用されているもの (891) (891) ―

デリバティブ取引計 (1,271) (1,271) ―
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時価
その他

債務保証契約 155,382
（*1）社債のうち、１年内償還予定の社債については社債に含めております。
（*2）長期借入金のうち、１年内返済予定の長期借入金については長期借入金に含めております。
（*3）債権流動化借入金のうち、１年内返済予定の債権流動化借入金については債権流動化借入金に含めております。
（*4）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、(　)で示しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
資産
（１）現金及び預金

預金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によって
おります。

（２）割賦売掛金
割賦売掛金の時価の算定は、回収可能性を反映した元利金の受取見込額を残存期間に対応する安
全性の高い利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（３）リース投資資産
リース投資資産の時価の算定は、契約ごとの見積将来キャッシュ・フローを、同様の新規取引を
行った場合に想定される利率等により割り引いた現在価値によっております。

（４）投資有価証券
その他有価証券の時価については、取引所の価格によっております。

負債
（１）短期借入金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており
ます。

（２）コマーシャル・ペーパー
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっており
ます。

（３）社債
当社の発行する社債の時価は、市場価格のあるものは市場価格に基づき、市場価格のないものは
元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値によ
り算定しております。
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（４）長期借入金
長期借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態
は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当
該帳簿価額によっております。固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該長期借入
金の元利金の合計額を同様の借入れにおいて想定される利率で割り引いて現在価値を算定してお
ります。

（５）債権流動化借入金
一定の期間ごとに区分した当該債権流動化借入金の元利金の合計額を同様の借入れにおいて想定
される利率で割り引いて現在価値を算定しております。

デリバティブ取引
１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連
（単位：百万円）

区分 デリバティブ取引
の種類等 契約額等 契約額等の

うち１年超 時価 評価損益

市場取引以外
の取引

通貨オプション取引 35,537 21,191 △292 △895

為替予約 売建VND（米ドル買） 6,527 ― △47 △47

為替予約 売建VND（円買） 1,179 ― △41 △41

合計 43,244 21,191 △380 △984

（注）時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。
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２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引
　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、ヘッジ会計の方法ごとの決算日における
契約額又は契約において定められた元本相当額等は、次のとおりであります。
金利関連

（単位：百万円）
ヘッジ会計の

方法
デリバティブ取引

の種類等
主なヘッジ

対象 契約額等 契約額等の
うち１年超 時価

原則的処理方法

金利スワップ取引
支払固定・受取変動

長期
借入金 18,292 10,322 △214

通貨金利スワップ取引 長期
借入金 15,738 9,784 △676

合計 34,031 20,106 △891

（注）時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

その他
債務保証契約
　信用保証契約の時価の算定は、回収可能性を反映した保証料の受取見込額から、保証の履行可能性
や担保による回収可能性等を反映した代位弁済債権の毀損見込額を控除した残額を、残存期間に対応
する安全性の高い利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：百万円）

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 929
　上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、時価開示の対象とはして
おりません。
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（注３）金銭債権の連結決算日後の償還予定額
（単位：百万円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

現金及び預金 97,466 ― ― ― ― ―

割賦売掛金 669,597 429,908 343,304 241,023 177,458 515,927

リース投資資産（*） 41,948 35,411 27,704 19,821 15,004 15,079

合計 809,012 465,319 371,009 260,845 192,463 531,007
（*）リース投資資産については、リース料債権部分の償還予定額を記載しております。

（注４）社債、長期借入金、債権流動化借入金及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額
（単位：百万円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

短期借入金 320,451 ― ― ― ― ―

コマーシャル・ペーパー 422,000 ― ― ― ― ―

社債 30,000 20,000 47,110 50,068 45,139 40,000

長期借入金 110,293 162,880 170,938 140,407 170,631 102,062

債権流動化借入金 104,278 71,318 43,582 26,852 15,562 36,968

合計 987,023 254,198 261,632 217,328 231,333 179,031

（賃貸等不動産に関する注記）
　賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 4,543円94銭
１株当たり当期純利益 311円65銭

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。
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（その他の注記）
（税効果会計関係）

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（繰延税金資産）

繰越欠損金（注） 1,092百万円
賞与引当金 837百万円
ポイント引当金 997百万円
貸倒引当金 3,867百万円
債務保証損失引当金 216百万円
利息返還損失引当金 193百万円
投資有価証券 345百万円
減価償却超過額 653百万円
その他 1,156百万円
繰延税金負債との相殺 △3,102百万円

繰延税金資産小計 6,257百万円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注） △835百万円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △659百万円

評価性引当額小計 △1,494百万円
繰延税金資産合計 4,763百万円

（繰延税金負債）
退職給付に係る資産 △1,243百万円
その他有価証券評価差額金 △1,856百万円
その他 △2百万円
繰延税金資産との相殺 3,102百万円

繰延税金負債合計 －百万円
繰延税金資産の純額 4,763百万円
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（注）税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額
（単位：百万円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超 合計

税務上の繰越
欠損金 110 131 100 76 269 403 1,092

評価性引当額 △110 △118 △10 △76 △115 △403 △835

繰延税金資産 － 13 89 － 154 － 257
（＊）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

（退職給付関係）
１．採用している退職給付制度の概要

当社及び連結子会社は、従業員の退職給付に充てるため、積立型の確定給付制度及び確定拠出
制度を採用しております。
確定給付企業年金制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金又は年金を支給します。

２．確定給付制度
(1)退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表
退職給付債務の期首残高 24,526百万円

勤務費用 1,270百万円
利息費用 118百万円
数理計算上の差異の発生額 6百万円
退職給付の支払額 △1,141百万円
連結範囲の変更 7百万円
その他 18百万円

退職給付債務の期末残高 24,807百万円
(2)年金資産の期首残高と期末残高の調整表
年金資産の期首残高 29,402百万円

期待運用収益 612百万円
数理計算上の差異の発生額 △1,247百万円
事業主からの拠出額 1,174百万円
退職給付の支払額 △1,141百万円
その他 13百万円

年金資産の期末残高 28,812百万円
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(3)退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及
び退職給付に係る資産の調整表
積立型制度の退職給付債務 24,795百万円
年金資産 △28,812百万円

△4,017百万円
非積立型制度の退職給付債務 11百万円
連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △4,005百万円
退職給付に係る負債 57百万円
退職給付に係る資産 △4,062百万円
連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △4,005百万円

(4)退職給付費用及びその内訳項目の金額
勤務費用 1,270百万円
利息費用 118百万円
期待運用収益 △612百万円
数理計算上の差異の費用処理額 251百万円
過去勤務費用の費用処理額 －百万円
その他 123百万円
確定給付制度に係る退職給付費用 1,151百万円

(5)退職給付に係る調整額
退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。
過去勤務費用 －百万円
数理計算上の差異 1,002百万円
合計 1,002百万円

(6)退職給付に係る調整累計額
退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。
未認識過去勤務費用 －百万円
未認識数理計算上の差異 1,707百万円
合計 1,707百万円
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(7)年金資産に関する事項
①年金資産の主な内訳

年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。
債券 35％
株式 23％
一般勘定 38％
現金及び預金 4％
合計 100％

②長期期待運用収益率の設定方法
年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、
年金資産を構成する多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮してお
ります。

(8)数理計算上の計算基礎に関する事項
主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しております。）
割引率  0.3％～7.6％
長期期待運用収益率  2.0％～7.0％
予想昇給率  2.3％～7.0％

３．確定拠出制度
当社及び連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は、479百万円であります。

（注）本連結計算書類中の記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
① 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
② その他有価証券

イ．時価のあるもの
決算期末日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

ロ．時価のないもの
移動平均法による原価法

（２）デリバティブ等の評価基準及び評価方法
デリバティブ

時価法

２．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産（リース資産を除く。）

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は
除く。）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法
を採用しております。

（２）無形固定資産（リース資産を除く。）
自社利用のソフトウエアについては、社内における見込利用可能期間（最長５年）に基づく定
額法によっております。

（３）リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法によっております。
（４）長期前払費用

法人税法の規定に基づく定額法

３．引当金の計上基準
（１）貸倒引当金

債権の貸倒発生に備えるため、一般債権については貸倒実績率等を勘案して必要額を、貸倒懸念
債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
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（２）賞与引当金
従業員及び使用人兼務役員の賞与支出に備えるため、支給見込額を計上しております。

（３）ポイント引当金
クレジットカード会員に付与したポイントの使用による費用負担に備えるため、当事業年度末
において将来使用されると見込まれる額を計上しております。

（４）債務保証損失引当金
債務保証等による損失に備えるために、主たる債務者の債務不履行により将来発生すると見込
まれる損失見込額を、過去の貸倒実績率等により見積り、計上しております。

（５）退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に
基づき、当事業年度末に発生していると認められる額を計上しております。なお、計算の結果、
当事業年度末における退職給付引当金が借方残高となるため、投資その他の資産の「前払年金
費用」に計上しております。

① 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法に
ついては、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（５
年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の
一定年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理し
ております。

（６）利息返還損失引当金
将来の利息返還の請求に備え、過去の返還実績等を勘案した必要額を計上しております。

４．営業収益の計上基準
（１）顧客手数料

期日到来基準により計上しております。
① 包括信用購入あっせん

残債方式
② 個別信用購入あっせん

残債方式
③ 信用保証

残債方式（一部保証契約時に計上）
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④ 融資
残債方式

（２）加盟店手数料
取扱高計上時に一括して計上しております。

５．ヘッジ会計の方法
（１）ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理を行っております。なお、特例処理の要件を満たしている金利スワ
ップ取引については特例処理によっております。また、為替予約については、振当処理の要件
を満たしている場合は振当処理を採用しております。

（２）ヘッジ手段とヘッジ対象
① ヘッジ手段

デリバティブ取引（金利スワップ取引及び為替予約）
② ヘッジ対象

借入金及び関係会社短期貸付金
（３）ヘッジ方針

将来の金利・為替変動によるリスクを軽減することを目的としてデリバティブ取引を行ってお
ります。

（４）ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ対象とヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計を四半期ごとに比較し、両者の変動
額等を基礎にしてヘッジ有効性を評価しております。
ただし、特例処理によっている金利スワップ取引については、有効性の評価を省略しておりま
す。

６．のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

７．その他計算書類作成のための基本となる事項
（１）退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算
書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

（２）消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜方式によっております。なお、固定資産に係る控除対象外消費税等
は、投資その他の資産の「その他」に計上し、５年間で均等償却を行っております。
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（会計方針の変更）
・信用保証割賦売掛金及び信用保証買掛金に関する会計処理の変更
　当社の信用保証割賦売掛金及び信用保証買掛金は、金融機関等が保有する貸付金等について直接債務保
証のみを行う保証債務と、債務保証に加えて債権の回収を行う保証債務から構成されておりましたが、債
務保証のみを行う保証債務については当事業年度より貸借対照表に関する注記として開示することとして
おります。
　この変更は、従来、保証債務については当社による集金の有無に関わらず契約上の取扱いや収益管理に
着目して同質のものと捉え、すべてを貸借対照表に計上しておりましたが、信用保証に係る新しい取引形
態の取扱いや他社の保証事業の承継等を契機として保証取引の会計処理方法を再検討した結果、集金を伴
わない保証債務の増加をふまえ、資産総額や負債総額などを計算要素に用いた経営指標について財務諸表
利用者が当社の実態をより適切に評価できるようにするため、並びに被保証人に係る状況把握の適時性等
リスク管理の観点から、集金を伴わない保証債務は貸借対照表に計上せずに偶発債務として注記し、それ
に係る引当金を債務保証損失引当金として認識する方が当社の財政状態をより適正に表示しうると判断し
たことによります。
　当該会計方針の変更に伴って、貸借対照表は従来の会計処理と比較して、流動資産の信用保証割賦売掛
金及び流動負債の信用保証買掛金がそれぞれ１兆3,104億15百万円減少するとともに、集金を伴わない保
証債務残高に対して従来計上していた貸倒引当金については債務保証損失引当金として７億６百万円を貸
借対照表に計上しております。この変更による当事業年度の損益に与える影響はありません。

（表示方法の変更）
・債権流動化に基づく借入金に係る表示方法の変更
　当社では、債権流動化（Asset backed loan。以下、「ABL」という。) に基づく借入金について、従
来、流動負債の区分の１年内返済予定の長期借入金、及び、固定負債の区分の長期借入金に含めて表示し
ておりましたが、当事業年度より、流動負債の区分の１年内返済予定の債権流動化借入金、及び、固定負
債の区分の債権流動化借入金として表示する方法に変更しております。
　この変更は、ABLに基づく借入金が流動化債権の信用力に基づいた資金調達手段であり、当社の信用力
に基づく従来の借入金とは異なる性質を有していること、また、資金調達手段としての金額的重要性が高
まっていることにより、長期借入金として合算して表示するよりも、債権流動化借入金として個別に貸借
対照表に計上する方がより実態を表しており、財務諸表利用者への有用な情報提供に資すると判断したこ
とによるものです。
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（追加情報）
・従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引
従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する注記については、連結計算書類「注記事
項（追加情報）」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

（企業結合等関係）
・会社分割（簡易吸収分割）による事業の承継
会社分割（簡易吸収分割）による事業の承継に関する注記については、連結計算書類「注記事項（企業結
合等関係）」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

（貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産とこれに対応する債務

（１）担保に供している資産
割賦売掛金 322,878百万円

（２）対応する債務
短期借入金 6,800百万円
１年内返済予定の長期借入金 4,200百万円
１年内返済予定の債権流動化借入金 104,278百万円
長期借入金 12,200百万円
債権流動化借入金 194,284百万円
計 321,763百万円

オートローン債権及びショッピングクレジット債権を流動化した残高については、金融取引として処理
したことにより、流動資産「割賦売掛金」残高に298,563百万円、流動負債「１年内返済予定の債権流
動化借入金」残高に104,278百万円、固定負債「債権流動化借入金」残高に194,284百万円含まれてお
ります。

２．信用保証割賦売掛金、信用保証買掛金
　当社は、当社が直接債務保証を行う業務に係る債務保証のうち、当社が集金を行う債務保証残高につ
いては、貸借対照表の流動資産に「信用保証割賦売掛金」として、また流動負債に「信用保証買掛金」
として両建て表示しております。
　なお、当社が集金を行わない債務保証残高については、偶発債務として注記しております。
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３．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く。）
短期金銭債権 228百万円
短期金銭債務 256百万円

４．偶発債務
（１）以下の関係会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

JACCS FINANCE PHILIPPINES CORPORATION 7,560百万円
(3,500百万フィリピンペソ)

外貨建保証債務は、決算日の為替相場により円換算しております。
（２）営業上の保証債務

提携金融機関が行っている個人向けローン
に係る顧客 1,310,415百万円

債務保証損失引当金 706百万円
差引 1,309,709百万円

（３）営業上の保証予約
　当社は、金融機関が保有する貸付金（個人向け住宅ローン、カードローン他）等について、債
務保証を行っている保証会社に契約上定められた事由が生じた場合に、当該保証会社に代わって
当社が債務保証を行うこととなる保証予約契約を締結しており、当該保証予約契約の対象となっ
ている貸付金等の残高を偶発債務として記載しております。

保証会社 228,085百万円

５．割賦利益繰延
当事業年度末残高

包括信用購入あっせん 702百万円
個別信用購入あっせん 130,899百万円
信用保証 41,396百万円
融資 0百万円
計 172,998百万円
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（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引

営業取引による取引高
営業収益
営業費用

3,754百万円
2,832百万円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末の自己株式の種類及び株式数 普通株式 570,686株
（注）当事業年度末の普通株式の数には、従業員持株ESOP信託口が所有する当社株式62,200株を含めておりま

す。これは、当該従業員持株ESOP信託口が所有する当社株式について、貸借対照表において自己株式とし
て表示しているためであります。

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）
賞与引当金 763百万円
ポイント引当金 997百万円
貸倒引当金 3,297百万円
債務保証損失引当金 216百万円
利息返還損失引当金 193百万円
投資有価証券 341百万円
減価償却超過額 616百万円
その他 984百万円
繰延税金負債との相殺 △3,591百万円

繰延税金資産小計 3,819百万円
評価性引当額 △490百万円

繰延税金資産合計 3,329百万円
（繰延税金負債）

前払年金費用 △1,735百万円
その他有価証券評価差額金 △1,856百万円
繰延税金資産との相殺 3,591百万円

繰延税金負債合計 －百万円
繰延税金資産の純額 3,329百万円
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（関連当事者との取引に関する注記）
関連当事者との取引
（１）親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等

（単位：百万円）

種類
会社等の
名称又は

氏名

事業の
内容又
は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の
内容 取引金額 科目 期末残高

法人主
要株主

株 式 会 社
三菱ＵＦＪ
銀 行

銀行業
被所有
直接

20.32

金 銭 借 入
関 係

資金の
借 入

短 期 及 び
長期借入金
の 借 入
1,181,058

短期借入金 92,714

１年内返済予定
の 長 期 借 入 金 8,000

長期借入金 253,972

コマーシャル・
ペーパーによる
借 入

140,000

コマーシャル・
ペ ー パ ー 70,000

利息の
支 払 2,320

前払費用 11

未払費用 64

業 務 提 携
関 係

各 種
ローン
保 証

債 務 保 証
（ 純 額 ）

7,086
（注４．参照） 63,949

保 証 料 の 受 取
498 ― ―

（注）１．取引条件及び取引条件の決定方針等
株式会社三菱ＵＦＪ銀行からの借入利率は一般市中金利となっております。
また、株式会社三菱ＵＦＪ銀行からの借入については、他行からの資金調達と同様に取締役会決議及び社
内規程により決定しております。
保証料率は一般取引条件となっております。

２．重要な取引のみを記載しております。
３．「取引金額」に記載の債務保証（純額）については、当事業年度末及び前事業年度末における保証債務の

金額の純増減額を記載しております。
４．「会計方針の変更」に記載のとおり、当事業年度より債務保証のみを行う保証債務の金額については、貸

借対照表に計上しないこととしており、「期末残高」には、偶発債務として注記している債務保証のみを
行う保証債務の金額を残高として記載しております。
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（２）子会社及び関連会社等
（単位：百万円）

種類
会社等の
名称又は

氏名

事業の
内容又
は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連
当事者

との関係
取引の
内容 取引金額 科目 期末残高

子会社
ジャックス
リ ー ス
株 式 会 社

リース業務及
びオートオー
クション出品
代 行 業 務

所有
直接
100.00

資 金 の
貸 付

資金の
貸 付

短 期 及 び
長期貸付金
の 貸 付

195,376

短期貸付金 7,001

長期貸付金 127,306

利息の
受 取 844 未収収益 2

業 務 提
携 関 係

リース
業 務
保 証

債 務 保 証
（ 純 額 ）

19,392
信用保証買掛金 153,396

保 証 料 の 受 取
2,697 ― ―

（注）１．取引条件及び取引条件の決定方針等
貸付の利率については、市場金利等を勘案して決定しております。
保証料率は一般取引条件となっております。

２．重要な取引のみを記載しております。
３．「取引金額」に記載の債務保証（純額）については、当事業年度末及び前事業年度末における保証債務の

金額の純増減額を記載しております。

－ 43 －



（３）同一の親会社を持つ会社等及びその他の関係会社の子会社等
（単位：百万円）

種類
会社等の
名称又は

氏名

事業の
内容又
は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連
当事者

との関係
取引の
内容 取引金額 科目 期末残高

その他
の関係
会社の
子会社

三 菱
Ｕ Ｆ Ｊ
信 託 銀 行
株 式 会 社

信 託
銀行業

被所有
直接

1.63

金 銭 借 入
関 係

資金の
借 入

コマーシャル・
ペーパーによる
借 入

27,000

コマーシャル・
ペ ー パ ー 13,000

利息の
支 払 7 前払費用 1

業 務 提 携
関 係

各 種
ローン
保 証

債 務 保 証
( 純 額 )

△6,413
（注４．参照） 131,326

保 証 料 の 受 取
3,290 ― ―

（注）１．取引条件及び取引条件の決定方針等
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社からの借入利率は一般市中金利となっております。
また、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社からの借入については、他行からの資金調達と同様に取締役会決議及
び社内規程により決定しております。
保証料率は一般取引条件となっております。

２．重要な取引のみを記載しております。
３．「取引金額」に記載の債務保証（純額）については、当事業年度末及び前事業年度末における保証債務の

金額の純増減額を記載しております。
４．「会計方針の変更」に記載のとおり、当事業年度より債務保証のみを行う保証債務の金額については、貸

借対照表に計上しないこととしており、「期末残高」には、偶発債務として注記している債務保証のみを
行う保証債務の金額12,012百万円及び信用保証買掛金に計上されている保証債務の金額119,314百万円
の合計を残高として記載しております。

（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 4,556円07銭
１株当たり当期純利益 294円22銭

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

（注）本計算書類中の記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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